
Keyword

社会的課題の解決をボランティアや政治の力ではなくビジネ
スを通じて行う社会企業家への注目が高まるなか、次世代を
担う若者たちの社会的課題への気づきやソーシャルアントレプ
レナーシップの醸成が急務となっています。本研究では、多様
な社会的課題に気づくことから問題発見能力を高め、課題の

深堀を行うことで当事者意識を醸成します。そのために、綿密
なフィールドワークを実施し、問題の真相にあるものはなにかを
把握していきます。そのうえで、経営学の知見を用いながら解
決策としてのビジネスモデルを構築し、社会的課題解決型の人
材を育成していきます。

社会的課題をビジネスモデルを通じて
解決する社会企業家の育成

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

福岡ベンチャー起業家に関する研究、地域活性化に関する研究
障がい者雇用に関する研究、外国人技能実習制度に関する研究
働き方改革に関する研究

その他の研究テーマ

ソーシャル・アントレプレナー
の育成

●社会的課題に敏感な人材を育成します。
●身近な地域課題などをビジネスで解決する人材を育成します。

Point

●地域ビジネスの振興や各種行
政政策の検討を行いたい

行政コンサルタントの経歴を持
ち、地域活性化を経営学の視
点から研究する学識経験者とし
て、地方自治体の政策立案に
貢献できる

学生グループによる現地調査や
ワークショップを通じて、解決案
の政策提言を行う

●若者の知恵と力を活用して地
域活性化を行いたい

商学部
経営・流通学科

准教授

木村 隆之

ソーシャルアントレプレナーシップ

フェーズ１

社会的課題への関心度を高め、
主体的に解決しようという動機付
けを獲得する

フェーズ2

・フィールドワークを通じて社会問題の現
実を直視し、当事者意識を醸成する。
・綿密な調査により、現実的なビジネス
モデルを構築する

フェーズ3

ビジネスモデルのブラッシュアップを
通じて、ソーシャル・アントレプレナー
シップを獲得していく

福井県おおい町まちづくり政策提言
コンテスト最優秀賞

大阪府大東市市民会議制度創設

地方自治体

Keyword

企業の中で、女性や障がい者、外国人など多様な人材を
活用することが求められています。このような、多様な人材を
企業の中で活用するマネジメントをダイバーシティ・マネジメン
トといいます。
ダイバーシティ・マネジメント研究の中では、多様な人材を雇
用するダイバーシティの視点だけでなく、雇用した従業員を企

業の中にインクルージョンさせるインクルージョンの視点が必要
であることが指摘されています。
そこでインクルージョンとは何かをダイバーシティと比較しなが

ら分析し、従業員のインクルージョン認知に影響を及ぼす要素
は何かや、従業員の就業継続と従業員のインクルージョン認
知にはどのような関係があるかを考察しています。

ダイバーシティ・マネジメントの
企業取組事例の分析の研究

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

インクルージョン認知の要素に関する研究
企業におけるダイバーシティ・マネジメント施策の導入のための組織開発の研究

その他の研究テーマ

従業員のインクルージョン認知
●ダイバーシティ・マネジメントには不可欠である従業員のインク
ルージョン認知に影響を及ぼす要因を探ります。

Point

従業員のインクルージョン認知
と就業継続の関係

●従業員のインクルージョン認知が高まると、従業員はその企業
で働き続けることを希望します。

Point

●会議で意見を出しても、意見
を聞いてもらえない。
　（例：従業員）

・自身の意見が採用されてはい
ないが、意見は聞いてもらえた。
・自身の意見が採用された

・従業員のインクルージョン認知
を高めると、退職率が下がった

●優秀な人材を採用しても辞め
てしまう。
　（例：企業人事担当者）

商学部
経営・流通学科

准教授

脇 夕希子

ダイバーシティ・マネジメント、インクルージョン

今までにないサービスを開発
するために、わが社には今ま
でにいなかった人材を採用し
たが、その従業員が、すぐに
退職してしまう。今いる従業
員とうまくコミュニケーション
が取れていないようだ。

ダイバーシティだけ
でなく、インクルー
ジョンも必要だった ！
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